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Ⅰ はじめに

日常的な移動か､いかなる理由によってなされてい

るのかについて､秋田一仙台都市間高速-スを事例

に明らかにすることである'｡成瀬 (1993)は､現

代円本における様々な場所には､そこで生活を営む

以外の人が積極的に関与 しているという事実に着日

するとしている｡

本研究において､研究対象都市を秋田と仙台に選

に新幹線と高速-スが頻繁に運転されていることで

Ⅱ 高速バス利用者への聞き取り調査の結果

1 調査の概要

秋田一仙台高速バス ｢仙秋号 (せんしゅうこう)｣

(以降､仙秋号とする)は､秋田市にある長崎屋バ

スターミナルを始発として､JR秋出駅東口に停車

すると､秋田中央 ICから秋田自動車道に入る｡北

上JCTか ら仙台宮城 ICまで東北Fi動車道を経由

して､JR仙台駅前に到着する (第 1図)｡所要時

間は3時間50分である｡

聞き取り調査は､2005年 4月から8月の土 ･トト

祝日とその前後を中心に計17日間､JR秋田駅東U

-ス乗り場において仙秋号を待っ乗客に行い､調奄

数は180件であったO聞き取り内容は､移動日的を

はじめ､年齢､性別､属性､居住地､滞在期間なと

10項目である｡

2 高速バス利同者の年齢 ･性別 ･属性

聞き取り調杏で得られた利用者の年齢 ･性別を集

計すると､仙秋号においては180人中､58%の105人

が女性である｡そのうちの64人は20代の女性であり､

(2005年)

(二宮書店発音了｢高等地凶帳ーより作戒)

20代女性の利鞘が多いことがわかった (第 1-a表)O

次に､属性ごとの集計を行う｡高校生､学牛､会

社員､専業主婦､パ- 卜･アル-イトの5つの属性

に分類 した｡属性別の集計において､仙秋号での聞

き取り調査では180人中､49%の89人が学生であっ

た｡高速バスの利鞘が最も多いのは､男女共に学生

であることがわかった (第 1-b表)｡

高校生と学生の移動目的をみてみると､施設への

訪問l'が主目的であるのに対 し､会社員と専業主婦

は人間関係による訪問5が主目的である (第 2表)0
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第 1表 仙秋号利同者におけるit:轟 ･性別 ･属性

(2005年)

a)年齢および性別
単位.人

b)属性および性別
単位 人

男 女性 性

高校生 3 7

学生 41 48

会社員 26 19

専業主婦 16

(2005年 IF]-8月の聞き取り調在より作戒)

第2表 仙秋号利rfl者における属性別移動Ej的

(2〔)05年)

単 位 :人

シ∃ツ レ 学 企 秦族 冠 ビ棉 棉 乗
ピ ジ 校 美 ･ 婚 同 ジ リ
ン ヤ 訪 訪 友 親 葬 悪 ネ 継
グ l問 問 人 戚 祭 会 ス 省 宅 ぎ

高校生 7 4 3 303ー3学生 ー5 14 6

会社員 7 15 714 ー2 3

,fl)指数Pl苔の場合､該当するEj的今てを集計に含める二

Ijf2)帰省とは秋田が巨引主地で仙台の実家に帰る場合､偏

宅とは秋田に実家かあり仙台の∈引下地へ帰る場合を

(2005年 4j｣～8月の聞き取り調色より作成)

Ⅲ 属性別にみる移動目的の個別事例

1 高校牛

事例 1は､1泊2日の滞在で､移動 日的を学校訪

問としている｡｢美呑専門学校の体験入学に行 くた

め｡秋出での進学 も考えたが､仙台は学校の数 も多

く､なにより流行に敏感で刺激が多いと思 ったから｣

と発言 している (第 2-a図)0

事例2はE]帰 りで､ ショ ノピンクを移動日的とし

ている｡｢高校でお しゃれたなと思 う子は仙台や東

京へ買物に行っている｣と発言 Lている｡高校生は､

仙台に友人かいないことが多く､宿泊場所の確保に

は費朋がかかって しまうため､E]帰 りでショッピン

クという日程が多い｡この利明者は､特に JR仙台

駅前のファッションヒルの名前をあけ､｢仙台まで

行かないと入手できないフランドかある｣と強調 し

ている｡

高校生の移動目的は､進学準備による学校訪問､

ショソビングか上目的となっている｡r流行に敏感｣､

~刺激が多い一､｢お しゃれ｣ といった7ァ ソソヨン

に関するイメーシを回答する利FF]省か多い｡

2 学生

事例3は､友人宅訪問とショソヒングを移動R的

としている｡2泊 3E]の滞在で､｢友人の家に宿泊

することは多い｡洋服か大好 きなのでノヨ /ピンク

は必ずするコまた､仙台はレコショ ノブ h があるの

で嬉 しいL,｢引交時代は泊まる場所 もなかったので行っ

たことはない C友人がいると身近になった感 Lが し

て安心感かある｣ と発言 している｡友人という要素

か､仙台へのEL)象を身近にしたようである し第 2-

b岡)O

事例 4は､帰宅を移動日的としている｡｢進学は

仙台､就職は秋田で､と考えているC進学を仙台に

したのは 『都会』という感じの賑やかな街に行きた

か ったか ら｣と発言している｡ この利用者にとって

仙台に対する ｢都会｣ というイメ-シは娯饗施設の

充実を指 しており､｢学年時代は遊ひたい､楽 しみ

たい｣とも発言 していた (第 2-C図)｡

学生の移動Ej的は､仙台の学校に通 っているため

の帰宅､就職活動による企業訪問､商業施設へのショッ

ビンクか主目的であるO ショ/ピンクについては高

校生と同様に関心か高いが､友人か仙台に居住 して

いることで､友人宅訪問と複合した目的となる｡

3 会社員

事例 5は､友人宅訪問とレシャーを移動目的にし

ている｡｢仙台に住む友人と合流 し､友人の案内で

仙台をまわる｡仙台に友人かいなければ行 くことは

なかったと思う_と発言している｡友人宅訪問はショッ

ピンクやレノヤーEj的と複合的になることか多いが､

この利用者にとっては友人か移動を喚起 したもので

あることがわかる｡

事例 6は､冠婚葬祭を移動 日的 としている｡｢友

人は仙台に多いので､結婚式 も今年たけで 2回日｣

と発言している｡ この利開音は､大学進学によって

秋田から仙台へ転出 していた時期があり､現在も彼

は仙台に学生時代の友人が多い (第 2-dlxl)｡冠

婚葬祭を中心に､年に数回は仙秋号を利用 している｡
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第 2図 仙秋号利用者における移動目的の個別事例

(2005年)

汁)上段は施設､下段は人間関係による訪問を示す｢
(200絹:･4月～8月の聞き取り調査より作成)

- ll

事例 7は､帰宅を移動日的としているが､仙台の

ショッピンクについての発言がみられた｡｢高級 7

ランドが 1つの店舗としてあるのかいい｡高級フラ

ントの中古を扱 う店もあるので､- ソクや小物を買

うのに利用する｣としている｡たとえば､｢グッチ｣､

｢セ リーヌ｣､｢ポッテガウェネタ｣の専門店が JR

仙台駅前の商店街に立地 しているC

4. 専業主婦

事例 8は､ レシャーを移動目的としている｡近隣

に住む専業主婦とともに仙秋号を利鞘 し､仙台でも

う1人の友人と合流する｡｢仙台市に住む友人から

の誘いがきっかけ｡その誘いかなければ､仙台を目

的地にはしなかった｡美味 い ､牛 タンを食べて､仙

台の街を観光するo Lから温泉にも行けるのはとて

も楽 しみ｣と発言 している (第 2-e図)0

事例 9は､｢夫の身の回りの世話を Lに週末は仙

台へ｡夫が秋田に帰 ってくることは滅多にない｣と

発言 している｡

事例10は､家族宅訪問を移動日的としている｡

｢仙台に進学 した娘に会いに行 く｡娘 と2人で仙台

を歩いて買物なとをするのも楽 しみo秋田ではそう

いうことはなかった｡娘が進学 したのかいい機会に

なった｣と発言 している｡

専業主婦の移動日的は大きく分けて2つに分類さ

れる｡1つ臼は､夫 ･子ともへの訪問であり､2つ

目は温泉地や観光地への訪問である｡

Ⅳ おわリに

研究の結果､明らかになったことは以下の通りで

ある｡

ェ 利用者の移動目的は､｢施設への訪問｣ と ｢人

間関係による訪問｣の2つに分類できるO

､富･ 高校生は､｢施設への訪問｣が主体である｡ 日

帰 りでのショソピンク､ レシャーが多い｡宿泊

をともなった移動では､親戚宅に宿泊 している｡

･言 学生は､｢施設への訪問｣が主体である｡多く

は宿泊をともない､宿泊先は友人宅である｡進

学による帰省 ･帰宅､就職試験や就職セ ミナー

による移動目的が最 も多い｡

喜 会社員は､｢人間関係による訪問_が ｢施設へ

の訪問｣を上回る｡友人とのショッピンク､ レ

シャーといった余暇行動が中心となる｡冠婚葬
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祭による移動が多くみられる｡かつて､仙台へ

進学､就職 していた経験があるため友人が居住

している場合か多いO

⑤ 専業主婦は､｢施設への訪問｣ と ｢人間関係に

よる訪問｣の 2っの移動卜相加こ分頓できる｡

｢施設への訪問｣は主にレソヤーであり､近隣

の専業主婦が誘い合わせて､仙台を訪れる傾向

かあるcr人間関係による訪問｣は､友人より

も家族が主体となっている.｡家族が仙台に単身

赴任や進学､就職で居住 しているためである｡

仙台市 (2000)は広域的な集客に対応 Lた7--

ンツ-リスム (都市観光)の強化をあげている｡仙

秋号の利用者の移動日的において､郁市観光は属性

によって差異がみられる要素であることかわかったL,

しか し､人間関係による訪問は､人々の移動目的の

大部分を占めており､都市間の移動を明らかにする

上で､さらに検討の必要な要素であるといえる｡

今後の課題として､今回触れることのできなかっ

た新幹線､自家開車を利用した移動日的を調査する

ことをあけたい｡複数の交通手段を調査､比較する

ことができれば､都市間の日常的な移動をさらに明

らかにできるであろうD

本稿の作成にあたっては､秋田大学教育文化学部

の松村公明先生から終始責重なこ指導､こ助言をい

ただいた｡末筆ながら､ここに深謝申し卜けます｡

注

1) 本研究の課題として､高速/ヾスを取りしけた理

由は以下の通 りである.っ

着地の仙台市まで直行するため｡

･事前の観察により､高速-ス利用者は年齢およ

ひ性別が共に多様であり､本研究の主旨に適 し

ていると考えられたため｡

･聞き取り譜歪に際 しての時間的余裕があるたbf)O

通常､JR秋田駅東Uバス乗り場では､高速-

スか来る20'7Jl前ほと前から利用者が碓ひ､-ス

を待っているC

･新幹線こまちによる聞き取 り調査は､駅構内お

よび列卓内での聞き取りか実質的に不可能であ-,

たため｡

2) 2000年国勢調査によれは､秋凹県からの転け.人

口は､第 1位が宮城県 (ll.450人)､第 2位か東

京都 (10,595人)であり､市区町村単位でみると､

第 1位は仙台市 (且339人)であるD一万､秋田

県への転入人LIは､第 1位が東京都 (7,819人)､

第 2位が宮城県 (7,077人)であり､市区町村単

位でみると､第 1位は､仙台市 (5,367人)であ

る｡

3) 2005年12月現在､新幹線こまちか1Hに 卜･下

1日にと･下10本ずつ運行されている｡

4) ｢施設への訪問｣とは､ファソションヒルを含

む商業施設､温泉 ･コンサー ト会場を含む娯楽施

設､進学の対象となる大学 ･専門学校､就職の対

象となる企業なと､仙台に立地 している施設への

訪問を指す,I

5) ｢人間関係による訪問｣とは､友人 ･家族 ･親

戚への訪問､冠婚葬祭､同窓会を指す｡

6) ｢レゴショ-/プ｣ とは､｢レコ｣と呼ばれるフ

ロ ノク玩具の直営店のこと｡元来子供向けの玩貝

であるが､プロ ノクのテサインをモチーフとした

ステレオチッキ､バッグや洋服などもあり､学生､

社会人にも人気が高い｡
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